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６月も中旬に入りました。過日、高学年の子どもたちと一緒にプール清掃を行いました。今
後は、夏のプール実施に向けた準備も本格化しています。さて今号では、プール清掃・修学旅
行説明会・ＰＴＡ交流会を中心に子どもたちの様子やＰＴＡ活動の様子をお伝えしていきます。

プール清掃で行うこと・学ぶこと ～ 一人ひとりの頑張りが明確に伝わってきます ～

６月１４日（水）、プールのオープンに向けた
プール清掃を行いました。２時間目には、４年生
が更衣室を中心に、３時間目には、５年生・６年
生がプールとプールサイドをきれいにしてくれま
した。「自分たちが使うプールを自分たちの手で
きれいにする。」、これも本校のよき伝統の一つで
す。５枚の写真により作業の一端を紹介します。
その頑張りをご覧ください。
今後、注水を行い、７月上旬には学校の授業で

もプール学習を開始できると考えています。
後日、健康・安全の観点から、プール学習に関

わるアンケートをお配りします。学校としましても子どもたちが安全に安心してプール授業に
参加できるように環境を整えたいと考えておりますので、ご家庭でもご理解とご協力をいただ
きますようお願いします。お気づきの点などありましたら担任を通してお知らせください。

ＰＴＡ環境整備から約１ケ月が経ちましたが、その後、子どもたちが自分たちの学校のプール
として大事に使用したり、協力して働くことの喜びなどの教育効果があり、毎年行われていま
す。子どもたちは、各学年の担当場所について清掃し、本当によく力になってくれました。
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修学旅行へ ～ 一人ひとりの思い出に残る学習になりますように ～

６月２９日（木）・３０日（金）に６年生が修
学旅行（愛国小学校と合同）【札幌・小樽方面】
に行ってきます。先日（６月１２日）、保護者説
明会を実施しました。夕方１６：３０からの開
催となりましたが、多くの方々にご出席いただ
きました。お忙しい中、本当にありがとうござ
いました。修学旅行の取組は、運動会終了後か
ら活発化しています。
主な見学地等は以下の通りです。移動手段は、

自主研修及び自主研修地移動の地下鉄利用を除
き、学校発から学校着まで全行程貸し切りバス
となります。→バス ⇒地下鉄

１日目 出発式（６：４５） 大正小学校発（７：００） →愛国小学校着・発（７：１５）→
札幌市青少年科学館（１０：３０～１１：４０）
新札幌駅（１２：０２)⇒大通駅（１２：２２）自主研修開始～１６：４５テレビ塔集合
テレビ塔発（１７：００）→ ホテル ガトーキングダムサッポロ着（１７：４０）

２日目 ホテル発（８：３０） → 小樽水族館着（９：３０～１２：００）
→小樽運河食堂着（１２：１５～１３：１５）・小樽制作体験（１３：２５～）
小樽運河プラザ発（１４：５０）→ 帰路へ（途中・トイレ休憩）
→愛国小学校着・発（１８：４０） → 大正小学校着（１８：５０）・解散式・解散

保護者の皆さんには，『すぐメール』で旅行団の様子をお伝えしたいと考えています。
配信は次の３回の予定です。
（１回目） ６月２９日 ホテル到着後（１日目を振り返って） １９：００ころ予定
（２回目） ６月３０日 ホテル出発後 ９：００ころ予定
（３回目） ６月３０日 帰路・パーキングエリア発ころ １７：００ころ予定

ＰＴＡ交流会 ～楽しい一時を過ごすことができました。大変お疲れ様でした ～

過日（６月１１日（日））にＰＴＡ教養部主催のＰＴＡ交流会が行われました（６０名もの参
加がありました）。今年は雨天のため、体育館で「ドッジビー」（ドッジボールのボールの代わ
りにフリスビーで行う内容）を通して、楽しく交流を深めることを目的に実施しました。実際
にやり始めると、大人も子どもも体育館フロアーを駆け回り楽しむことができました。閉会後
の懇親会にも多くの方々の参加をいただき，楽しいひと時を過ごすことができました。

準備体操（上）、ドッジビー（右２枚）

ドッジビーは意外と運動になります。

雨天の影響から、大正農協様からテントを４張お借りしまして（上）、水たま

りや安全面のことを考え、ロータローの片面で、焼肉を囲んで交流会（右２枚）

をしました。家族間で交流することで、子どもたちも交流のきっかけになりまし

た。子どもたちの生活の環境を整えるということで、今後とも、子ども同士が安

心して生活し、仲良く過ごして頂けると、実施した意味があるのではないかと思

います。

～ 企画運営並びに準備・後片付け等にあたられた教養部の皆さん、本当に
ありがとうございました。 ～


